
秋の風景　

今年も伊勢神宮へ！
奉納米の稲刈り神事

黄金色に実った献穀米
折渡の斎田で抜穂式

園児が収穫体験
鎌を手に稲刈り

多里でエコツアー
レトロ農具で収穫

　印賀にあるファーボ研究所㈱の水田で伊勢神宮

奉納米の稲刈り神事が行われました。広島県尾道

市の厳島神社が水田オーナー制度を活用し、伊勢

神宮から授かった「イセヒカリ」の栽培を同研究

所へ委託して継続している取り組みです。当日は

祝詞をあげた後、関係者が一株ずつ手刈りで収穫

しました。日南町で大切に育まれたおコメが伊勢

神宮へ納められると思うと、とても誇らしく嬉し

い気持ちになりますね。

　11月に皇居で行われる宮中行事「新嘗祭」に

献納する星空舞の新米を刈り取る「抜穂式」が、

折渡の大塚貴昭さんの斎田でありました。この

日は、中村町長や農業関係者ら来賓20人が出席。

神事の後、大塚さん夫妻やあでやかな伝統装束

に身を包んだ刈乙女ら19人が、稲を刈る「抜穂

の儀」を執り行いました。今後も神聖な作業が

続く大塚さんは「精米作業なども誠心誠意努め

る。みなさま方のご協力に感謝したい」と話し

ました。

　こども園「にちなん十色」の年長児13人が稲

刈りに挑戦しました。石見分園園庭の一角にあ

る約18平方メートルのミニ田んぼで稲刈りを実

施。地元農家の後藤厚見さんが、安全性を配慮

した手刈り方法を指導しました。石見分園の年

少・年中児の声援と保育士らの協力を受けなが

ら、コシヒカリ3キログラムを収穫。束ねた収穫

米は分園の軒下に設置したロープの「はで」に

かけて天日干し、美味しくなるのを待ちます。

　１泊２日のモニターツアー（日南エコツーリ

ズム推進協議会後援）があり、参加した10人が

おコメの収穫を体験しました。収穫はツアー初

日に行われ、無農薬にこだわった圃場で稲刈り

をした後、はでかけ、脱穀、選別と一通り体験。

選別の工程では、昔ながらの農具「とうみ」を

使って籾と藁くずを選り分けました。２日目は

日野川に場所を移して赤ちゃんオオサンショウ

ウオの生息調査をしました。
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いつくしま じんじゃ
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ごとう あつみ

にいなめさい

おおつか たかあき

～日南町の稲刈り～


